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従
来
の
７
階
北
病
棟
の
一
般
病
床
43
床
を
、
緩
和
ケ
ア
病
床
15
床
に

改
修
し
、
本
年
６
月
３
日
、
新
た
に
緩
和
ケ
ア
病
棟
と
し
て
オ
ー
プ
ン

い
た
し
ま
し
た
。

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
開
設
の
背
景
と
し
て
、
第
一
に
は
、
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
の
充
実
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
診
療
に
お
い

て
は
三
大
治
療
法
で
あ
る
手
術
、
化
学
療
法
、
放
射
線
治
療
と
併
せ
て
、

緩
和
医
療
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
患
者
さ
ん
が
抱
え
る

身
体
的
苦
痛
の
症
状
緩
和
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
精
神
的
、
社
会
的
苦

痛
を
緩
和
す
る
事
も
重
要
な
役
割
で
す
。

　

今
ま
で
は
、
入
院
治
療
が
必
要
な
が
ん
患
者
さ
ん
も
出
来
る
限
り
外

来
通
院
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
一
般
病
棟
へ
入
院
す
る
と
い
う
形

を
取
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
開
設
に
よ
り
、

よ
り
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
背
景
と
し
て
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
の
進
む
埼
玉
県
北
部

地
域
に
お
い
て
、
国
が
示
す
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
当
院

の
役
割
を
考
え
た
場
合
、
救
急
医
療
・
周
産
期
医
療
・
が
ん
診
療
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
政
策
医
療
を
行
う
急
性
期
病
院
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
病
床
規
模
の
縮
小
を
図
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
、

従
来
の
実
働
病
床
数
450
床
か
ら
430
床
に
縮
小
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
均
在
院
日
数
の
短
い
急
性
期
病
院
と
し
て
の
機
能
維
持
の

た
め
、
経
営
的
側
面
を
鑑
み
、
長
期
入
院
と
な
り
が
ち
な
終
末
期
が
ん

患
者
さ
ん
に
は
、
少
し
で
も
広
く
余
裕
の
あ
る
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
過
ご

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意
図
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
最
も
大
き
な
背
景
と
し
て
は
、
緩
和
ケ
ア
医
療
の
専
任
医
師

（
浦
川
医
師
）
が
来
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。　

従
来
は
、
院
長
で
あ
る
私

が
兼
任
で
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

に
参
加
し
、
外
来
も
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
浦
川
医
師

が
専
任
と
な
る
こ
と
で
、
こ

れ
か
ら
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
の

充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
ご
紹
介

 

「
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
開
設
に
あ
た
っ
て
」

　
　
　
　
　     
　   

院
長
　
伊
藤
　
博
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の
役
割
を
考
え
た
場
合
、
救
急
医
療
・
周
産
期
医
療
・
が
ん
診
療
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
政
策
医
療
を
行
う
急
性
期
病
院
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
病
床
規
模
の
縮
小
を
図
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
、

従
来
の
実
働
病
床
数
450
床
か
ら
430
床
に
縮
小
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
均
在
院
日
数
の
短
い
急
性
期
病
院
と
し
て
の
機
能
維
持
の

た
め
、
経
営
的
側
面
を
鑑
み
、
長
期
入
院
と
な
り
が
ち
な
終
末
期
が
ん

患
者
さ
ん
に
は
、
少
し
で
も
広
く
余
裕
の
あ
る
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
過
ご

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意
図
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
最
も
大
き
な
背
景
と
し
て
は
、
緩
和
ケ
ア
医
療
の
専
任
医
師

（
浦
川
医
師
）
が
来
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。　

従
来
は
、
院
長
で
あ
る
私

が
兼
任
で
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

に
参
加
し
、
外
来
も
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
浦
川
医
師

が
専
任
と
な
る
こ
と
で
、
こ

れ
か
ら
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
の

充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は
、
抗
が
ん
剤
な
ど
の
積
極
的
な
治
療
は
行

わ
ず
、
症
状
緩
和
を
目
的
と
し
た
ケ
ア
が
主
と
な
る
た
め
、
病
状

が
急
変
し
た
際
の
呼
吸
器
の
装
着
や
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
い
っ

た
蘇
生
術
は
行
い
ま
せ
ん
。
抗
が
ん
剤
治
療
や
侵
襲
的
な
処
置
を

検
討
す
る
場
合
は
、
一
旦
、
一

般
病
棟
に
移
っ
て
い
た
だ
き
、

一
般
病
棟
で
治
療
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

深
谷
日
赤
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
へ
入
院
し
た
場
合
、
深
谷
日
赤
で

最
期
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ 

．
Ａ 

．

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
オ
ー
プ
ン
に
あ
た
り
、
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
、
新
し
く
緩
和
ケ
ア
病
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
に
よ
り
、

当
院
は
埼
玉
県
北
部
地
域
に
お
い
て
、
三
次
救
急
体
制
と
緩
和
ケ

ア
病
棟
を
同
時
に
備
え
る
唯
一
の
病
院
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
利

用
す
る
た
め
に
、
県
南
や
近
隣
の

県
ま
で
足
を
運
ば
れ
て
い
た
地
元

の
方
々
に
、
是
非
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ 

．
Ａ 

．　

緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は
、
ど
の
よ
う
な
ケ
ア
を
行
う
の
で
す
か
？

　

患
者
さ
ん
が
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
各
々
の
日

常
生
活
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
入
院
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
ス

タ
ッ
フ
は
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
ご
家
族
と
相
談
し
な
が
ら　

ケ
ア
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

．
Ａ 

．
　「
緩
和
ケ
ア
病
棟
ス
タ
ッ
フ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

　
　
　
緩
和
ケ
ア
外
科 

医
師
（
副
部
長
）　
浦
川
雅
己

　
　
　
緩
和
ケ
ア
病
棟 

看
護
師
長
　
　
　 

井
田
由
美

　
　
　
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
　
　
　
　  

小
暮
三
千
代

　

当
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
は
、
決
し
て
最
期
を
迎
え
る
た
め
だ
け

の
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
職
員
は
、
患
者
さ
ん
に
元
気

に
な
っ
て
退
院
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
診
療
と
ケ
ア

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
的
な
限
界
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
緩
和
ケ
ア
を
行

う
こ
と
で
、
よ
り
良
い
時
間
と

状
態
を
保
ち
つ
つ
、
希
望
す
る

療
養
場
所
へ
移
る
こ
と
が
で
き

る
患
者
さ
ん
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

小暮係長 井田師長

浦川医師
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療
養
場
所
は
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
の
で
す
か
？

　

患
者
さ
ん
が
退
院
可
能
な
状
態
と
な
り
、
適
切
な
療
養
場
所
を

選
択
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
医
療
施
設
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
外
来
な
ど
と
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
々
と
十
分
に
協
議
し
、在
宅
医
療
を
含
め
た
様
々

な
医
療
的
・
福
祉
的
イ
ン
フ
ラ
を
有
効
に
利
用
で
き
る
環
境
を
最

優
先
に
考
え
、
一
緒
に
選
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

長
期
入
院
は
可
能
で
す
か
？

　

当
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
は
、

ホ
ス
ピ
ス
の
よ
う
な
療
養
施

設
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

適
切
な
ケ
ア
を
行
っ
た
う

え
で
、
症
状
が
落
ち
着
き
、

退
院
が
可
能
な
状
態
と
な
れ

ば
、
適
切
な
療
養
場
所
を
選

定
し
、
そ
ち
ら
に
移
っ
て
い

た
だ
く
方
針
を
と
っ
て
お
り

ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
で
の
入
院
生
活
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

　

基
本
的
に
決
ま
っ
た
１
日
の
流
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
病
棟

と
違
っ
て
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は
夜
中
に
起
き
て
い
て
も
、
昼
間

に
眠
っ
て
い
て
も
患
者
さ
ん
の
自
由
で
す
。

　

食
事
は
給
食
が
配
膳
さ
れ
ま
す
が
、
自
分
の
食
べ
た
い
も
の
を

持
ち
込
む
こ
と
も
可
能
で
、
食
べ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
自
由
で
す
。

入
浴
も
決
ま
っ
た
時
間
内
に
自
由
に
入
浴
で
き
ま
す
。

　

職
員
は
、
患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
を
乱
さ
な
い
よ
う

に
援
助
し
ま
す
。

Ｑ 
．

Ａ 
．

Ｑ 

．
Ａ 

．

Ｑ 

．
Ａ 

．
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最
後
に
地
域
の
皆
様
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

当
院
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
の

オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
救
急
医

療
か
ら
緩
和
ケ
ア
ま
で
ト
ー
タ

ル
な
質
の
高
い
医
療
を
地
域
に

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は
、
緩
和

ケ
ア
を
通
じ
て
在
宅
医
療
を
含

め
た
地
域
医
療
に
貢
献
し
、
患

者
さ
ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
地
域
の

療
養
場
所
に
移
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
そ
し
て
深
谷
赤
十

字
病
院
と
し
て
質
の
高
い
医
療

を
で
き
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ

一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ 
．

Ａ 
．

～入院されている患者さんのご家族の声～

　元々、他施設に入所予定でしたが、病状が急変し、深谷赤十字病院の救急病棟

に緊急で入院となりました。入院中、新しく緩和ケア病棟がオープンすることを緩

和ケア専任の浦川先生から伺い、そのまま緩和ケア病棟への入院を決めました。

緩和ケア病棟内の居心地の良さに惹かれたのも入院を決めた理由の１つです。

　緩和ケア担当の浦川先生はとてもやさしく、他の先生方もそうですが、包み隠

さずにお話していただけるのでとても安心できます。病棟の看護師さんは対応が早

く、強い責任感そして痛みの分かる高い感受性を持ったプロフェッショナルな看護

師さんが多いといつも感じています。サービスが行き届いており、患者さんだけで

なく我々家族のことも考えてくれているのが伝わり、私も非常に満足させていただ

いています。

　今後も制限のない自由な入院生活の中で、毎日気持ちよく過ごせればと思いま

す。

（70 歳代　男性）

34



新 任 医 師 紹 介

( 診療科 )　眼科（副部長）
( 名　前 )　橋本　英明
( 出身大学 )　群馬大学
( 趣　味 )　旅、食べ歩き、バスケ観戦
( 抱　負 )　少しでも患者さんの
お役にたてるよう、今までの臨床
経験が生かせればと考えておりま
す。

( 診療科 )　内科
( 名　前 )　村上　文崇
( 出身大学 )　群馬大学
( 趣　味 )　テニス
( 抱　負 )　少しでも地域医療に
貢献できるように頑張ります。宜
しくお願いいたします。

( 診療科 )　整形外科
( 名　前 )　中澤　拓郎
( 出身大学 )　群馬大学
( 趣　味 )　サッカー
( 抱　負 )　周囲の皆さんにご迷
惑をかけないよう頑張りたいと思
います。よろしくお願いします。

( 診療科 )   呼吸器外科（副部長） 
( 名　前 )　伊藤　知和
( 出身大学 )　群馬大学
( 趣　味 )　ウクレレ、ハワイアン
( 抱　負 )   寄居町の出身です。
積極的に胸腔鏡下手術を取り入
れ、肺癌、縦隔腫瘍、気胸、膿胸
など呼吸器外科診療に尽力いたし
ます。

( 診療科 )　内科
( 名　前 )　髙橋　駿介
( 出身大学 )　新潟大学
( 趣　味 )　ドライブﾞ、音楽鑑賞
( 抱　負 )　内科・腎臓内科領域
で地域医療に貢献できるように頑
張りますので、よろしくお願いい
たします。

( 診療科 )　外科
( 名　前 )　船津　悠也
( 出身大学 )　千葉大学
( 趣　味 )　バドミントン
( 抱　負 )　初めての千葉県外で
緊張していますが、深谷の医療に
貢献出来るように努力いたしま
す。

( 診療科 )　小児科（部長）
( 名　前 )　渡邊　裕之
( 出身大学 )　東海大学
( 趣　味 )　手芸
( 抱　負 )　安心して子育てがで
き、幸せを感じられるように小児
医療の輪を広げていければと思い
ます。

( 診療科 )　内科
( 名　前 )　荻野　太郎
( 出身大学 )　自治医科大学
( 趣　味 )　読書
( 抱　負 )　県北の医療に貢献で
きるように頑張りますので、よろ
しくお願いいたします。

( 診療科 )　外科
( 名　前 )　杉浦　謙典
( 出身大学 )　群馬大学
( 趣　味 )　写真、自転車
( 抱　負 )　深谷日赤での勤務は
今回で３回目になります。馴染み
のある場所で、これまで以上に地
域に貢献できるよう頑張ります。
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( 診療科 )　形成外科
( 名　前 )　平岡　由愛
( 出身大学 )　大阪市立大学
( 趣　味 )　世界旅行、テニス、スノボ
( 抱　負 )　患者さんの幸せのた
めに日々精進してまいりたいと思
います。どうぞ宜しくお願いいた
します。

( 診療科 )　産婦人科
( 名　前 )　山本　祥子
( 出身大学 )　埼玉医科大学
( 趣　味 )　旅行
( 抱　負 )  １症例を大切にし、
日々精進してまいります。地域の
お役に立てるよう頑張りますの
で、よろしくお願いいたします。

( 診療科 )　整形外科
( 名　前 )　米山　友貴
( 出身大学 )　自治医科大学
( 趣　味 )　日本酒
( 抱　負 )　深谷・熊谷の美味し
いものをいっぱい食べたいと思っ
ています。気軽に誘ってください。

( 診療科 )　産婦人科
( 名　前 )　松本　夏生
( 出身大学 )　東京慈恵会医科大学
( 趣　味 )　テニス
( 抱　負 )　初めての経験も多く、
日々勉強させていただいていま
す。少しでも患者さんの役に立て
るように頑張りますので、よろし
くお願いいたします。

( 診療科 )　整形外科
( 名　前 )　宮本　了輔
( 出身大学 )　東京医科大学
( 趣　味 )　野球
( 抱　負 )　経験したことのない
症例も多く、悩むこともあります
が、自分を高めることで患者さん
を幸せにできるよう頑張ります。

( 診療科 )　皮膚科
( 名　前 )　脇　絵麻
( 出身大学 )　秋田大学
( 趣　味 )　食べ歩き、スポーツ観戦
( 抱　負 )　地域の皆様のお役に
立てるよう日々努力しますので、
よろしくお願いいたします。

( 診療科 )　救急診療科
( 名　前 )　柚木　良介　
( 出身大学 )　鹿児島大学
( 趣　味 )　ｿﾌﾄﾃﾆｽ、車の運転
( 抱　負 )　福岡で救急・外科を
研修し、更なる外傷診療経験を積
むため、深谷に飛び込んできまし
た。フットワーク軽く頑張ります。
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( 名　前 )　大島　綾乃
( 出身大学 )　群馬大学
( 趣　味 )　編み物、神社仏閣巡り
( 抱　負 )　自身が生を受け、お
世話になった方々も利用する病院
で、地元住民の健康増進に関わる
ことができることを大変嬉しく思
います。自身が未熟者であること
を自覚し、積極的な姿勢で研修に
臨んでまいります。

( 名　前 )　濱田　千洋
( 出身大学 )　千葉大学
( 趣　味 )　弓道、漫画、ライブ
( 抱　負 )　深谷市の街並みや、
人々の優しさ、病院の真摯に医療
に取り組む姿勢に感銘を受け、深
谷赤十字病院での研修を希望しま
した。少しでも埼玉県の医療に貢
献できるよう、日々精進してまい
ります。

( 名　前 )　吉田　健吾
( 出身大学 )　群馬大学
( 趣　味 )　ピアノ
( 抱　負 )　地元である埼玉県で
研修が行えることに幸せを感じて
います。研修の一日一日が自分
の糧になると信じ、常に向上心を
持って突き進んでいきたいと思っ
ております。

( 名　前 )　石川　滉
( 出身大学 )　岩手医科大学
( 趣　味 )　筋トレ、読書、クラフトビール
( 抱　負 )　祖父母の家が埼玉に
あり、埼玉で働きたいと学生時代
から考えておりました。埼玉県で
医療に携われることを大変嬉しく
思っています。未熟な点ばかりで
すが、目標に向かって諦めること
なく邁進する所存です。

( 名　前 )　中村　俊介
( 出身大学 )　千葉大学
( 趣　味 )　スキー、ドライブ、音楽鑑賞
( 抱　負 )　祖父母が住んでおり、
幼い時から馴染みの深い埼玉県北
部で医療に携われることを大変う
れしく感じております。未熟者で
はございますが、埼玉県北部の医
療に少しでも力になれるよう邁進
する所存でございます。

( 名　前 )　持田　慧史郎
( 出身大学 )　群馬大学
( 趣　味 )　映画鑑賞、珈琲
( 抱　負 )　地元埼玉北部に医療
を介して貢献する機会が得られま
したことを大変喜ばしく存じてお
ります。当地域の活性化に様々な
形で携わることが出来ればと考え
ております。

( 名　前 )　浅野　りえ
( 出身大学 )　関西医科大学
( 趣　味 )　バレーボール、料理
( 抱　負 )　医師不足が叫ばれる
埼玉県で医師として医療に携われ
ることを大変嬉しく思っておりま
す。まだまだ未熟ですが、少しで
も埼玉県の医療に貢献できるよう
邁進してまいります。

( 名　前 )　奥木　梓
( 出身大学 )　秋田大学
( 趣　味 ) 　テニス、ピアノ
( 抱　負 )　生まれ育った埼玉県
で医師としての一歩を踏み出す機
会をいただけたことを大変うれし
く感じます。気を引き締め、日々
精進し成長できるよう全力を尽く
す所存です。

( 名　前 )　藤谷　誠
( 出身大学 )　千葉大学
( 趣　味 )　卓球
( 抱　負 )　地元埼玉の医療、とり
わけ医師不足が深刻と言われる県
北部の医療に携われることに対し、
身が引き締まる思いです。ご迷惑
をおかけすることもあると思いま
すが、日々精進してまいります。

初 期 臨 床 研 修 医 紹 介 1年次
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開催日 内　　容 担当者

8月 15日 　　　　　　　　　　　夏　休　み

 9月 19日
簡単帽子の作り方 
タオルで気軽に作れるケア帽子を一緒に作りましょう。

尾川（がん化学療法看護認定看護師）　　　

10月 17日
リハビリスタッフが教える簡単ストレッチ　　 
体を動かして気分もリフレッシュ！

理学療法士

11月 21日
編み物で小物作り 
昨年好評だったこの回。今年もやります！

都木（看護係長）

12月 19日
クリスマス会
お茶とお菓子を囲みながら、楽しい時間を過ごしましょう。

小暮（緩和ケア認定看護師）、 
多田（がん看護専門看護師）、
荻野（管理栄養士）

 1月 16日
薬剤師さんが教えてくれる痛みのケア
薬のプロが痛みとの付き合い方について詳しくお話してくれま
す。

豊田（薬剤師）

 2月 20日
睡眠の話
不眠で悩んでいませんか？良質な睡眠をとるコツをお教えしま
す。

多田

 3月 19日
ひなまつり 
女の子の節句ですが、男性の方も大歓迎です。

小暮、多田、荻野

～がん患者さんのために～
がんに関する相談（がん看護相談）

チューリップサロンのご案内（令和元年度）

相談内容

問合せ先

開催日時 ： 毎月第３木曜日　14 時 30 分～（途中参加も可能です）
場　　所 ： 外来棟１階　相談支援センター
申込方法 ： 申込は不要です。当日直接お越しください。
問合せ先 ： 048 － 571－1511　［内線］6272　小暮

チューリップサロンとは、がん患者さんと、そのご家族のための相談・情報交換を行う場です。
どなたでも（当院に通院されていない方でも）、ご参加いただけます。

▶治療に関すること　　　　　　　　　　　　▶セカンドオピニオンについて
▶治療、療養の場の移行について　　　　　　▶ご家族の悩みについて
▶早い段階からの心理的・精神的サポート　　 ▶緩和ケアについて

048 － 571－1511［内線］6272　　小暮（緩和ケア認定看護師）

思い切って話してみることで、自分が何に困っているのかが分かり、気持ちの整理ができると
思われます。お気軽にご相談ください！
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＜地域の皆様へのご案内＞
　　当院を受診の際は、紹介状をご持参ください。

　 連 携 医 療 機 関 の ご 紹 介

当院受診の際（初診時）は、他の医療機関からの紹介状（診療情報提供書）をご持参
いただくことをお勧めします。
紹介状（診療情報提供書）をご持参いただいた場合は、国が定める初診時選定療養費

（医科 5,400 円・歯科 3,240 円）のご負担がなくなります。

吉沢病院

住 所
電 話
院 長
診 療 科

休 診 日
診 療 時 間

〒 367-0000　本庄市 1216-1
0495-21-7781
上田義夫
内科、リハビリテーション科、消化器内科、
リウマチ膠原病科、呼吸器内科、循環器内科、放
放射線科
日曜、祝日
( 午前 ) 9 時～ 13 時
( 午後 ) 2 時～ 5 時

江原歯科医院

住 所

電 話

院 長

診 療 科

休 診 日

診 療 時 間

〒 361-0056　行田市持田 1-6-15

048-553-3750

江原弘二

歯科、矯正歯科、小児歯科

木曜、日曜、祝日

( 午前 ) 9 時～ 12 時

( 午後 ) 2 時～ 6 時　※土曜は午後 5 時まで

　患者様のよりよい人生をサポート出来るよう、予防から治療、施設介護や在宅介護に至るまで、多く
の医療・介護サービスを提供できる医療機関として奮闘しております。
　丁寧な説明、納得のいく治療、患者様の要望・心を第一に考えた医療を目指しております。些細な
事でもご相談ください。

院長先生からのメッセージ

　当院は、歯科医師 2 名、歯科衛生士 6 名、受付 1 名のスタッフで、一般歯科治療、幼児期からの筋
機能矯正治療、子供から大人までを対象とした歯科矯正治療、インプラント治療を行っています。
　令和という新しい時代を迎え、今まで以上に様々なニーズに応えていきたいと思っています。

院長先生からのメッセージ
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地 域 医 療 連 携 だ よ り

深谷赤十字病院は地域との
　　　医療連携に努めています。
初期診療や慢性の継続診療などは、「かかりつけ医」の先生に

診ていただき、専門的な検査や診察、また入院が必要な治療は

病院が受け入れるという役割分担を行うことで、地域の皆様が

継続して適切な医療が受けられるような体制を維持しています。

　 連 携 医 療 機 関 の ご 紹 介

神足眼科医院

住 所

電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

〒 366-0052　
深谷市上柴町西 3-19-13
048-574-6754
神足吉明
眼科
木曜、日曜、祝日
( 午前 ) 9 時～ 12 時
( 午後 ) 3 時～ 5 時

北野医院　

住 所

電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

〒 360-0845
熊谷市美土里町 2-74
048-532-6145
北野善郎
内科、小児科
日曜、祝日、木曜午後、土曜午後
( 午前 ) 9 時～ 12 時 30 分
( 午後 ) 午後 3 時～ 6 時

　当地に平成 7 年より開業して 24 年経ちました。開業当初より一次医療に徹し、深谷赤十字病院と連
携しております。
　患者様ひとりひとりに、丁寧な診察を心掛け、きめ細かい診療を目指しています。

院長先生からのメッセージ

　今年開院 54 年目を迎えました。私は二代目の院長です。高血圧、糖尿病、脂質異常症等の慢性疾患、
感冒、インフルエンザ、胃腸炎等の感染症、また花粉症などの診療も行っています。
　地域に密着した親しみやすい診療所を目指しています。

院長先生からのメッセージ
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栄養課からの行事食おすすめレシピ
― みょうが御飯 ―

　長かった梅雨もようやく明け、猛暑の季節となりますが、皆様
いかがお過ごしでしょうか。
　第 5 回は、さっぱりといただける“みょうが御飯”。当院でも、
8 月の「山の日」の行事食として提供しているメニューです。
　みょうがには、「血流促進」「食欲増加」の効果があります。夏
に近づくに連れ、冷房で体が冷えたり、暑くて食欲がなくなる方
も多いと思います。その時は、この“みょうがご飯”を食べ、夏
特有の体調不良を吹き飛ばしましょう！
　みょうがを買う際は、大きくて、丸みとツヤがあるものを選ん
でみてください♪

①みょうがを洗い、斜めに薄く切る。
②炊飯器に洗った米とＡの調味料を加え、水を
　2 合の目盛まで加える。
③最後に、切ったみょうがを米全体にちらして、　　　
　いつものように炊く。 
④炊きあがったら全体をよく混ぜて、いただき　
　ます。

※青ネギや青じそを上に散らすと、見た目も
　良く、美味しくさっぱりと食べられます。

作 り 方

内　容 開催日

ママ・パパ教室（出産準備教室）
※是非ご夫婦でご参加ください。
　　　　　　　＜１回540円＞

１回目
分娩の経過と過ごし方、ストレッチ方法、家族の役割、
パパも妊婦体験
２回目
入院のスケジュール、オッパイの手入れ・マッサージ
方法、抱っこ・おむつ替え体験、パパも妊婦体験

１回目（第２日曜日）
　① 10：00 ～12：00
　② 13：30 ～15：30
２回目（第４日曜日）
　① 10：00 ～12：00
　② 13：30 ～15：30

ベビーマッサージ教室
                            ＜540円＞

生後２～３ヵ月から１歳の赤ちゃんを対象にオイルを
使用したマッサージを行います。

第１、２、４ 火曜日
10：30 ～11：30

アロマトリートメントルーム
　　　　　＜10分1,080円～＞

妊娠中や分娩、産後に起こるトラブルの緩和や、リラ
クゼーションにアロマオイルを使用してトリートメン
トを行います。

毎週金曜日
14：00 ～16:30

当院で出産される方を対象に次の教室を開催していますので、是非ご利用ください。

米 ･････････2 合
みょうが ･･･2 個

酒 ･････････ 大さじ 1
顆粒だし ･･･1 ｇ
塩 ･････････2g
正油 ･･･････ 小さじ 2

材 料（4 人分）
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